


































































4　　病原体検査情報
（2024年1月～12月）

（1）一類～四類感染症、五類感染症（全数）、新型インフルエンザ等感染症及び
     その他の病原体検査

◆ 二類感染症の検体

・ 結核 

　　 2024年　112検体

　　 2023年　85検体

2023年の遺伝系統群推定の内訳は、非北京型が28件、北京型Modernが15件、北京型ST25/19が13件、

北京型STKが11件、北京型ST3が10件、北京型ST11/26が5件、解析不能が3件でした。

2024年の検体については、引き続き検査を行っています。

◆ 三類感染症の検体

・ 細菌性赤痢： 1検体（1事例）

1検体（1事例）からShigella sonnei が検出されました。

・ 腸管出血性大腸菌感染症

検出状況については、49ページ を参照。

・ パラチフス ： 1検体（1事例）

1検体（1事例）からSalmonella Paratyphi Aが検出されました。

◆ 四類感染症の検体

・ A型肝炎： 1検体（1事例）

検出されませんでした。

・ 重症熱性血小板減少症（SFTS）（疑い） ： 6検体（2事例）

検出されませんでした。

・ エムポックス（疑い） ： 2検体（1事例）

検出されませんでした。

・ デング熱： 5検体（3事例）

1検体（1事例）からデングウイルス1型、1検体（1事例）からデングウイルス（型別不明）が検出されました。

3検体（1事例）からは検出されませんでした。

◆ 五類感染症（全数）の検体

・ カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 ： 29検体（28事例）

3検体（3事例）から分離された細菌において、カルバペネマーゼ遺伝子が検出されました。

内訳は、IMP-1型が2検体（Klebsiella pneumoniae  1検体、Enterobacter cloacae  complex 1検体）、NDM型が

1検体（Escherichia coli ）でした。

その他の26検体（25事例）からはカルバペネマーゼ遺伝子が検出されませんでした。

・ 急性脳炎 ： 4検体（3事例）

検出されませんでした。
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・ 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 ： 30検体（29事例）

22検体（22事例）からStreptococcus pyogenes 、6検体（5事例）からStreptococcus dysgalactiae subsp. equisimilis 、

2検体（2事例）からStreptococcus agalactiae が検出されました。

Streptococcus pyogenes のT型別の内訳は、TUTが11検体、T1が10検体、T12が1検体でした。

・ バンコマイシン耐性腸球菌感染症 ： 1検体（1事例）

検出されませんでした。

・ 麻しん・風しん（疑い） ： 24検体（9事例）

麻しんウイルス・風しんウイルス共に検出されませんでした。

◆ 新型インフルエンザ等感染症の検体

・ 新型コロナウイルス感染症ゲノム解析：267検体

検出状況については、次ページを参照。

◆ その他の検体

・ カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症（保菌） ： 21検体（20事例）

18検体（17事例）から分離された細菌において、カルバペネマーゼ遺伝子（IMP-1型）が検出されました。

その他の3検体（3事例）からはカルバペネマーゼ遺伝子が検出されませんでした。

・ サルモネラ症（疑い） ： 2検体（2事例）

1検体（1事例）からSalmonella enterica  subsp. enterica （一般サルモネラ）が検出されました。

1検体（1事例）からは検出されませんでした。

・ 国立感染症研究所による行政検査依頼 ： 5検体（5事例）

1検体（1事例）からRickettsia japonica （日本紅斑熱）、1検体（1事例）から日本脳炎ウイルスが検出されました。

その他、日本紅斑熱 1検体（1事例）、レプトスピラ症 2検体（2事例）の検査依頼がありましたが検出されません

でした。
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（2）群馬県における新型コロナウイルスゲノムサーベイランスによる

     系列別検出状況

　群馬県衛生環境研究所では、国立感染症研究所と共同で新型コロナウイルスのゲノム解

析を行っています。2024年第1週から第52週までに検出された新型コロナウイルスの系統の

変遷をとりまとめたので報告します。

　2024年は、第1週からXBB系統が主流でしたが、第6週以降ではBA.2.86系統の亜系統であ

るJN系統が主流となりました。JN系統の中では、第8週まではJN.1系統が多く、第20週以降

ではJN.1系統の亜系統の中で、スパイクタンパク質にいくつかの変異を有するKP.3系統が

多く検出されました。その他の系統としてXDA系統なども検出されましたが主流行株とはな

りませんでした。

　KP.3系統は、BA.2.86系統の亜系統であるJN.1系統の亜系統であり、スパイクタンパク質

にS:F456L、S:Q493E、S:V1104Lの変異を獲得した株であるとされています。ワクチンへの効

果に関するデータは少ないですが、JN.1系統よりもワクチン逃避性が高いことが推測される

ことから継続した監視が必要であると考えられます。

検

出

数

検体採取週

※BA.2.86系統には、JN系統を含まない

図１ 新型コロナウイルス系統別検出数

図2 2024年新型コロナウイルスの系統変遷
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（3）五類感染症指定提出機関（病原体定点）からの病原体検査

指定提出機関（病原体定点）から提出された検体について、病原体の同定検査を実施しました。

◆ 各定点から提出された検体
13疾患213検体が提出され、161検体から病原体が検出されました。検出率は75.6％でした。

◆ インフルエンザ／COVID-19定点から提出された検体
・ インフルエンザ ： 106検体

40検体からインフルエンザウイルスB（ビクトリア系統）、38検体からインフルエンザウイルスAH1pdm09、

5検体からインフルエンザウイルスAH3が検出されました。

◆ 小児科定点から提出された検体
・ RSウイルス感染症 ： 9検体

9検体からRSウイルスが検出されました。

・ 咽頭結膜熱 ： 19検体

13検体からアデノウイルス3型、5検体からアデノウイルス2型、1検体からアデノウイルス1型が検出されました。

・ A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ： 16検体

3検体からStreptococcus pyogenes  TUT、2検体からStreptococcus pyogenes  T1が検出されました。

・ 感染性胃腸炎 ： 5検体　　※基幹定点においてロタウイルス胃腸炎と診断された場合を含みます。

1検体からアデノウイルス41型が検出されました。

・ 水痘 ： 1検体

1検体から水痘帯状疱疹ウイルスが検出されました。

・ 手足口病 ： 39検体

12検体からコクサッキーウイルスA群6型、各7検体からコクサッキーウイルスA群16型、ライノウイルス、3検体
からヒトエンテロウイルス71型、各1検体からコクサッキーウイルスA群6型及びライノウイルス、コクサッキー
ウイルスA群10型、コクサッキーウイルスA群10型及びライノウイルスが検出されました。

・ 伝染性紅斑 ： 5検体

4検体からヒトパルボウイルスB19が検出されました。

・ 突発性発しん ： 2検体

検出されませんでした。

・ ヘルパンギーナ ： 1検体

1検体からコクサッキーウイルスA群10型が検出されました。

・ 流行性耳下腺炎 ： 1検体

検出されませんでした。

◆ 眼科定点から提出された検体
・ 流行性角結膜炎 ： 7検体

各2検体からアデノウイルス3型、アデノウイルス8型、各1検体からアデノウイルス37型、アデノウイルス56型が

検出されました。

◆ 基幹定点から提出された検体
・ 無菌性髄膜炎 ： 2検体

検出されませんでした。
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感染症発生動向調査月別受付及び検出状況（2024年1月～12月）

臨床診断名 検体受付月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

件数（人） 30 15 15 8 2 1 2 2 1 0 4 26 106

インフルエンザウイルスAH1pdm09 6 1 1 2 1 4 23 38

インフルエンザウイルスAH3 2 1 2 5

インフルエンザウイルスB（ビクトリア系統） 7 12 11 8 2 40

検出されず 15 2 4 1 1 23

件数（人） 0 1 2 2 0 1 0 1 0 0 1 1 9

RSウイルス 1 2 2 1 1 1 1 9

検出されず 0

件数（人） 1 2 2 2 1 2 3 3 2 0 1 0 19

アデノウイルス1型 1 1

アデノウイルス2型 1 2 2 5

アデノウイルス3型 1 2 2 2 1 1 1 1 2 13

検出されず 0

件数（人） 0 0 2 1 3 5 2 0 1 2 0 0 16

Streptococcus pyogenes T1 1 1 2

Streptococcus pyogenes TUT 2 1 3

検出されず 2 1 2 2 1 1 2 11

件数（人） 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 2 5

アデノウイルス41型 1 1

検出されず 2 2 4

件数（人） 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

水痘帯状疱疹ウイルス 1 1

件数（人） 1 0 0 2 6 6 3 3 1 12 4 1 39

コクサッキーウイルスA群6型 2 3 4 2 1 12

コクサッキーウイルスA群6型、ライノウイルス 1 1

コクサッキーウイルスA群10型 1 1

コクサッキーウイルスA群10型、ライノウイルス 1 1

コクサッキーウイルスA群16型 1 4 1 1 7

ライノウイルス 1 1 3 2 7

ヒトエンテロウイルス71型 2 1 3

検出されず 1 1 1 3 1 7

件数（人） 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 1 0 5

ヒトパルボウイルスB19 1 2 1 4

検出されず 1 1

件数（人） 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

検出されず 1 1 2

件数（人） 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

コクサッキーウイルスA群10型 1 1

件数（人） 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

検出されず 1 1

件数（人） 1 0 1 0 1 0 2 1 0 0 0 1 7

アデノウイルス3型 1 1 2

アデノウイルス8型 1 1 2

アデノウイルス37型 1 1

アデノウイルス56型 1 1

検出されず 1 1

件数（人） 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2

検出されず 1 1 2

※基幹定点においてロタウイルス胃腸炎と診断された場合を含みます。

無菌性髄膜炎

インフルエンザ
（インフルエンザ様

疾患を含む）

咽頭結膜熱

流行性角結膜炎

感染性胃腸炎（※）

手足口病

水痘

突発性発しん

ヘルパンギーナ

ＲＳウイルス感染症

Ａ群溶血性レンサ球菌
咽頭炎

伝染性紅斑

流行性耳下腺炎
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